
【第6回】
各自の研究活動

2026年度　SSH特設科目「SSⅡ」

2026年5月28日（木）



高1・高2　年間計画　全体像
前期 後期

高1
「SSⅠ」

総合探究
部分

情報Ⅰ
部分

高2

SSⅡ

情報Ⅰ

プレ探究（半年） 専門的課題探究（1年半）

中間発表 中間発表

専門的課題探究（1年半）

情報デザイン

情報社会と問題解決 データの活用 (DS)

生徒探究
発表会

探究Day

ネットワーク情報のデジタル表現

プログラミング

情報セキュリティ

ゼミ発表



専門的課題研究のイメージ

step1

step2

step3-4

中間目標

step5-6

step1

step7

振り返り

STEP1 研究テーマを決める

STEP2 リサーチクエスチョンを導く

STEP3 仮説を立てる

STEP4 適切な研究方法を選ぶ

中間目標 研究計画書を作成する

STEP5 調査・実験を実施する

STEP6 結果をまとめて考察し、結論を導く

STEP7 研究内容をまとめ、発表する

より高次のRQへ

高1
中間発表

生徒探究
発表会

探究
Day



ゼミ発表までの予定(普通教室系グループ)

5/21 木 ゼミ発表教室割発表

5/28 木 ゼミ発表要項説明 ① (スライド作成方法)

6/11 木 ゼミ発表要項説明 ② (評価)

6/25 木 スライド8割以上完成 → 指導教員に見せる

7/ 2 木 スライド完成　(これ以降は微調整)

7/ 9 木 リハーサル　（原稿を見ないで話せるよう練習）　

7/16 木 ゼミ発表



ゼミ発表教室割
発表教室 人数 発表チーム（10～11チーム／教室）

1組 26 006 301 302 401 402 403 701 702 801 802

2組 33 003 004 005 601 602 603 703 704 803 804

3組 21 101 102 404 418 604 605 606 705 706 707

4組 22 103 104 303 304 607 608 609 708 709 805

5組 22 105 106 305 306 407 408 710 711 806 807

6組 25 008 009 107 108 409 610 611 612 808 809

7組 19 010 011 109 110 307 308 410 411 613 614

8組 17 012 111 112 309 310 315 412 413 414 712

情報教室 22 113 114 313 314 415 416 417 615 616 713 714

総合学習室 21 001 002 007 116 311 312 405 406 810 811



発表スライド (★Googleスライド使用)
「シン・全ての教員・生徒が見られる共有ドライブ」内

 自分のチームの「研究計画書兼報告書」が保存されているフォルダ

　　 920研究計画書兼報告書

自分のチーム番号

ファイル名：　　　 920ゼミ発表

■Googleスライドファイルを新規作成



発表準備　スライド作成・発表原稿準備

1 2 3

4

タイトルスライドを入れて6～10枚程度　 前年度 : 今年度 = 2 : 3

5 6

全員の 組番号 + 氏名



引用文献・参考文献の書き方
最終スライドにて、本発表で引用・参照した文献をまとめて示す。

※詳細は課題研究メソッドp.176－１７７

● 本（日本語）：　吉川俊哉　(2011).　『大学とは何か』.　岩波書店.
　　　　　　　　　　（著者） （発行年）　　　  （書名） 　　 　（出版社）

● 論文（日本語）：　中野由美子　(1974).　「階層と言語　教育社会学における言語研究の位置づけ」.
　　　　　　　　　　　　　  (著者)　　　(発行年)                        　　(論文のタイトル )
　　　　　　　　『教育社会学研究』，　29(0)，　146-160.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (雑誌名)　　　　　 (巻数・号数 ) (論文のページ )

● Webページ：  文部科学省　(2012).　「大学改革実行プラン～社会変革のエンジンとなる大学づくり～」，

　　　　　　　　　　 (作成者)　(公開年: 不明な場合は省略可 )      　　(Webページ名)
　　　 　 　 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/022/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2012/09/19/1325116_7.pdf

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(URL)
　  2020年11月2日.
　　(アクセス日 )

Last



スライドチェックリスト ＋ 支援Gem

スライドをPDFファイルとしてダウンロード

→ 「ファイルをアップロード」でPDF添付



【AIの特性： 思考のパートナー】

❖ AIは「正解」を出す道具ではなく、思考のパートナーである。

❖ 研究の背景や込めた思いなど、見えない文脈はAIには読めない。

❖ 内容を最も深く理解しているのは、自分たちと指導の先生である。

【人間の役割： 主体的なブラッシュアップ】

❖ AIの助言を鵜呑みにせず、最後は自分たちの責任で判断を下す。

❖ チェックリストは最低限であり、その先の質こそが重要である。

❖ 指導の先生に助言を仰ぎ、自らの手で「納得の答え」を創り出す。

支援Gemを活用するうえでの心構え



「探究ノート」への記録を！
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前


